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Ⅳ 教 育 課 
１ 学校経営 
(1) 教育委員会が設置する学校 

学校名 住所 校長名 
蟹江小学校 城四丁目５００番地 伊藤 辰男 
舟入小学校 舟入三丁目７０番地 木村 智治 
須西小学校 須成西六丁目１１４番地 斎藤 和憲 
新蟹江小学校 大字蟹江新田字仲川原１９８番地 加藤 邦彦 
学戸小学校 学戸四丁目２３６番地 小坂三千代 
蟹江中学校 宝三丁目２０番地 今井 雅良 
蟹江北中学校 須成西九丁目５５番地１ 森本 寛幸 
(2) 学校経営の状況 

    設置する学校の経営は、校長が作成する｢学校経営案｣に基づいて行われる。 
    学校経営案は、各学校が公表している。 

(3) 学校経営の評価と改善（学校評価） 
   ① 学校評価の実施状況 
     学校教育法施行規則第６６条、７９条により、各学校は学校運営の状況

について、自己評価を行っている。 
     平成２５年度の各学校の評価（平成２５年度の評価と平成２６年度に向

けての改善事項）は平成２６年３月３１日までに教育委員会に報告された。 
     自己評価の分析結果と改善策は、保護者を中心に学校だより等で公表し

ている。 
   【各学校の報告（見出し）】 

１ 本校の教育目標 
２ 平成２５年度経営方針 
３ 自己評価（教員、保護者、児童生徒）の結果と分析 
４ 平成２５年度の成果と課題 
５ 自己評価に対する学校関係者（評議員等）の評価 
６ 平成２６年度への改善策 

   ② 学校の自己評価に対する教育委員会の評価 
     すべての学校において、校長の学校経営方針に基づいた学校経営が行わ

れている。 
     自己評価により明らかとなった問題点について、適切な分析が加えられ、 
    次年度への改善策が明確になっている。 
     学校評議員、ＰＴＡ役員等の学校関係者に説明・意見聴取の場を設定す

ることで、改善の視点を地域と共有しようとする試みが見られた。 
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(4) 各学校に委嘱された事業及び研究  
  ① 「あいち・出会いと体験の道場」推進事業【愛知県教育委員会】 
   委嘱校   蟹江町立蟹江中学校・蟹江町立蟹江北中学校 
   事業目的  本事業を、体系的にキャリア教育を進めていくための体験の一

つとして位置付け、職場体験と事前・事後指導を通して、子ども

たちが将来の生き方について真剣に考え、働くことや学ぶことへ

の意欲が向上することを目的とする。 
   成 果   蟹江中・蟹江北中第２学年（３５７人）を、のべ８５事業所に

受け入れていただき、職場体験事業を実施した。職場体験の様子

は、発表会・冊子作りを通して学年で共有できた。 
   

② 「夢をはぐくむ あいち・モノづくり体験事業」【愛知県教育委員会】 
   委嘱校   蟹江町立学戸小学校 
   事業目的  本事業を、体系的にキャリア教育を進めていく体験の一つとし

て位置付け、高学年児童が、モノづくりを直接体験するとともに、

モノづくりの達人から「仕事に対する心構え、努力していること、

小学校で学んでほしいこと」などの話を聞き、働くことや学ぶこ

とへの基盤をつくることを目的とする。 
   成 果   ５学年（８１人）が「銀杏の味噌漬けづくり体験」、６年生（８

６人）が、「クレープづくり体験」に取り組んだ。子どもたちはモ

ノづくりの達人から、仕事の苦労や喜び、働くことの意義等を聞

くことにより、将来の自分のあり方を考える良い機会となった。 
 

③ 海部地方教育事務協議会 学校教育研究【海部地方教育事務協議会】 
 委嘱校   蟹江町立新蟹江小学校（平成２６・２７年度） 

   事業目的  新蟹江小学校で行われている教育実践をもとに、研究協議会を

行い、海部地方の小・中学校の現職教育の進展をめざすことを目

的とする。 
   計 画   「学びを生かして 自らの生活を切り拓く子ども」 
         －出会い 考え 伝え合う活動をとおして－という研究主題を 
        設定し、生活科や総合的な学習を中心とした実践を積み重ねる中

で、目指す児童像の達成を図る。 
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２ 教育課程 
(1) 教育課程の実施状況（年間授業時数） 

   教育課程の実施状況は、学校経営案や学校訪問などで確認している。 
   各学校は、海部地方教育事務協議会で作成された教育課程案を参考にしなが

ら、学習指導要領で定められた内容について、適切な時数により指導している。 
  平成２５年度は、全ての小中学校で標準時数を確保でき、各教科とも履修内

容についてはすべて履修できていた。 
① 標準時数が確保できた蟹江町立の小学校数 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
５校 ５校 ５校 ５校 ５校 ５校 
８５０ ９１０ ９４５ ９８０ ９８０ ９８０ 
（上段：５つの蟹江町立小学校で標準時数が確保できた小学校数、 
下段：文部科学省標準時数） 

   
② 標準時数が確保できた蟹江町立の中学校数 

第１学年 第２学年 第３学年 
2 校 2 校 ２校 

１０１５ １０１５ １０１５ 
（上段：２つの蟹江町立中学校で標準時数が確保できた中学校数、 
下段：文部科学省標準時数） 

 (2) 特別支援教育 
  ① 適切な教育支援 
   ア 教育相談活動 
     教育課職員による関係機関との連携、巡回、教育相談により、就学児童

の状況や保護者の就学にあたっての考えを的確に把握し、学校（特別支援

学校、特別支援学級）見学を促すことで、就学予定先の教育の特色を保護

者に理解してもらうように努めている。 
   

 イ 就学指導委員会（平成２６年７月１日より教育支援委員会に変更） 
     町就学指導委員会規則により設置した委員会で、就学児童生徒及び幼児

の実態把握、適切な教育支援、関係機関との連絡調整を専門医等の意見を

伺いながら行っている。 
  
 ② 学校の特別支援教育体制 

     支援が必要な児童生徒に対しては、「個別の支援計画」「個別の指導計画」

を作成し、それに基づいたきめ細かな指導が各学校で行われている。 
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    また、県教育委員会の事業として行われる特別支援学校の巡回指導を６回

受け、児童生徒支援に役立てることができた。 
    さらに、蟹江町小中学校における医療的ケア実施要綱を定め、平成２５年

度より町の単独予算で看護師資格をもった支援員を１人確保して、医療的ケ

アを行っている。 
     

③ 特別支援学級の状況 
  各学校の特別支援学級の設置状況（在籍数）は、以下の通りである。 

学校名 自閉症・情緒障害学級 知的障害学級 肢体不自由学級 
蟹江小学校 ４ ５ １ 
須西小学校 － ３ － 
新蟹江小学校 ３ ５ － 
学戸小学校 ５ ３ － 
蟹江中学校 ７ ５ １ 
蟹江北中学校 － ２ － 

（数字は、平成２５年度在籍児童生徒数） 
  ④ 通級指導教室の状況 
    平成１９年度、通常の学級に在籍しながら、支援が必要な児童生徒の指導

のための通級指導教室を蟹江小学校に設置した。 
平成２５年度、蟹江町内の小学校を対象に１２人が指導を受けた。通級指

導教室による週あたりの指導時間は１～４時間である。他校からの通級は、

３人であった。 

    通級児童は、この学級で過ごすことで精神的安定が得られ、学級に戻った

時に集中できるなど、設置の効果が現れている。 
  
 ⑤ 通常の学級に在籍する支援が必要な児童生徒の状況 

    個別の指導計画等を基本とし、スクールサポーターや学校支援ボランティ

アによる児童生徒支援を行っている。 
    また、算数を中心として各学校で取り組まれている少人数指導（ティーム

ティーチングなど）も効果をあげている。 
     
(3) 国際理解教育 

  ① 小・中学校におけるＡＬＴの活用状況 
    生きた外国語のコミュニケーション能力の素地を養うことを目的に、英語

を母語とする講師を学校に派遣している。 
    派遣時間は小学校５校で年間３０８時間、中学校２校で３６４時間である。 
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 ② 外国人児童生徒の状況と対応 

    蟹江町に外国人登録されている学齢期の児童生徒は３１人であり、語学習

得のための特別な授業を実施している。そのうち、新蟹江小学校には１４人

の児童がいるため、愛知県から日本語指導のための学級を設置するために１

人の教員が加配されている。 
    蟹江町としては、指導補助のための日本語指導補助員を配置している。外

国人児童生徒の増加に伴い、平成２６年度からは補助員による指導時間数を

年間３５時間増やして対応していくこととした。 
     
(4) 食育 

学校において、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に

付けることができるよう、栄養教諭の専門性を生かした食育を推進している。 
    ・ 学校における「食に関する指導」年間計画の作成 
    ・ 給食の時間等を活用した栄養指導 
    ・ 学級担任と協力しての教科指導 
    ・ 委員会、クラブ活動等に関わる指導 
    ・ 偏食、肥満、痩身、食物アレルギーの指導 
    ・ 給食便りを通しての情報提供 
    ・ ふれあい給食、給食試食会の企画 

・ 地域の食材を活用した献立 
・ アレルギーに対する理解 

 

 
 

〔点検・評価〕 
  各学校の教育課程は、学習指導要領にのっとり、適正に編成されている。 
  特別支援教育においては、学校教育法施行令の一部改正をうけて、就学指導

委員会（平成２６年７月１日より教育支援委員会）が、就学児童生徒の就学先

決定のみならず、その後の一貫した支援についても助言を行えるように、機能

の充実を図っていきたい。 
また、障害者基本法の改正に伴う医療的ケアの必要な児童生徒に対する合理

的な配慮については、蟹江町独自の要綱を定め、町の単独予算で、２５年度よ

り看護師資格をもった支援員を１人配置して対応することができた。 
  食育については、食物アレルギーに対する理解を深める中で、特にエピペン

についての研修を各校で進めている。 
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３ 生徒指導 
(1) 生徒指導の状況 

  ① 不登校（病気による欠席を除く年間３０日以上欠席した者） 
    不登校の状況は、毎月、学校から報告を受け、状況を把握している。 

学校は、校内不登校対策委員会を設置し、対応について協議するとともに、

必要に応じて、教育委員会や関係機関と連携して対応にあたっている。 
 小学校 中学校 
２４年度    ７人（０．４％） ３５人（３．４％） 
２５年度 １０人（０．５％） ４１人（４．１％） 

   
② 問題行動  

    問題行動の発生状況は、教育委員会に報告され、関係機関と協力しながら、

問題の解決に当たるようにしている。 
    報告件数は２７件で、校内生徒指導上の問題として指導が行われた。 

区 分 小学校 中学校 
対教師暴力（件） ０ ６ 
生徒間暴力（件） ０ ２７ 
対人暴力（件） ０ １ 
器物破損（件） ０ １５ 

   
 ③ いじめ 

    未然防止のために日頃から指導を徹底するとともに、日頃の児童生徒観察

やいじめアンケートを通して早期発見・対応に努めるようにしている。 
    また、いじめを認知した場合は、全校体制でその解消にあたる。 

 小学校 中学校 
いじめ認知件数 ３ ９ 
解消した件数 ３ ９ 

（平成 25年度：蟹江町での認知件数）      
 (2) 学校生活適応指導教室「あいりす」 

  ① 入室状況 
    平成２５年度当初の 5 月の入室者は７人であった。その後、入室者が１名

増え年度末には８人となった。入室者の多くは、中学生で内２人が３年生で

あったが、いずれも進学した。 
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     小学生 中学生 
入室者 ３ ５ 
体験入室者 ０ ２ 
訪問指導 ０ ０ 

 （平成２５年度末）     
② 活動状況 
 ア 指導体制 
  ・ 指導員    １人（常勤） 
  ・ 指導補助員  ７人（非常勤、１日の勤務者は、２～３人） 
    指導に関わる職員が、入室者を的確に把握して指導する必要があるた

め、月に２回スタッフ会議を開いて情報の共有を行う。 
 イ 活動内容 
   日常の学習活動や適応指導に加え、入室者の社会性を育むために、月に

２～３回程度の行事を計画し、実施した。 
   入室児童生徒のうち、学校の行事や特定の教科で学校に登校できるもの

については、あいりすも協力しながら登校を促した。 
    

〔点検・評価〕 
  不登校については、各校とも全校体制で取り組み、共通理解を図りながら、

不登校児童生徒の未然防止や学校復帰に取り組んでいる。 
特に、「あいりす」を中心とした不登校対策は、児童生徒の的確な把握と学校

との連携を通して、引きこもり児童生徒の「あいりす」への入室など着実に成

果をあげている。さらに今後は、他地区の適応指導教室との情報交換や指導者

の研修を充実させていきたい。 
  いじめについては、国が示した方針を受け、「蟹江町いじめ防止基本方針」を

２月に策定し、各校においても組織の見直しや、いじめに対する取り組みを確

認した。特に、いじめが原因による長期にわたる不登校を重大事態として認識

し、関係機関と連携しながら早期解決に努めるようにしていきたい。 
  また、対人暴力や器物破損等の生徒指導上の問題は、学校が抱え込むのでは

なく、関係機関や地域と連携して解決を探ることが重要である。特に、国が示

した方針に基づき、平成２６年度に向けて、教育委員会と蟹江警察署が「学校

と警察の連携制度」を確立できるように準備を進めるとともに、日ごろから情

報交換を密にしていきたい。 
 
４ 学校への人的支援（蟹江町教育委員会で行っているもの） 
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(1) スクールサポーター（個別の支援が必要な児童生徒） 
  ① 配置する目的 
   ・ 支援が必要な児童生徒への補助 
   ・ 児童生徒の教育相談 

② 配置人員・勤務時間数（平成２５年度） 
学校名 人員 学校時間数 主な業務 

２ １１２０ 特別支援が必要な児童の補助など 
蟹江小学校 

１ １６００ 医療的ケアが必要な児童の支援など 
舟入小学校 １ ４２０ 特別支援が必要な児童の補助など 
須西小学校 １ ４２０ 同 
新蟹江小学校 ２ １０５０ 同 
学戸小学校 ２ １１２０ 同 

蟹江中学校 ２ ９４５ 特別支援が必要な生徒の補助など 
特別支援学級運営補助、教育相談補助 

蟹江北中学校 ２ ８４０ 特別支援が必要な生徒の補助など 
特別支援学級運営補助、教育相談補助 

(2) スクールサポーター（外国人児童生徒の日本語指導） 
  ① 配置する目的 
    日本語の習得が不十分な児童生徒への日本語指導補助 
  ② 配置人員・勤務時間数（平成２５年度） 

学校名 人員 学校時間数 主な業務 
蟹江小学校 １ １４０ 日本語指導のための個別指導補助 
新蟹江小学校 ２ １４０ 同 
学戸小学校 １ １０５ 同 
蟹江中学校 １ １０５ 同 
蟹江北中学校 １ ７０ 同 

 
(3) 学校支援ボランティア 

  ① 制度について 
    蟹江町の学校を地域で支えるという趣旨で、広くボランティアへの登録を

呼びかけている。 
    ボランティアの活用は、名簿に登録された方を学校に紹介し、学校が教育

活動を推進する上で必要な場合にお願いする形をとっている。 
    制度の広報は、ＨＰ・広報への掲載、学校を通して周知している。 
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② 登録状況 
    平成２５年度の登録者は、６１人であった。 
  ③ 活用状況 
    支援が必要な児童生徒への補助、図書の読み聞かせ等を中心に活用が図ら

れた。 
〔点検・評価〕 
  支援が必要な児童生徒への対応を中心に、スクールサポーターや医療的ケアを

必要とする児童への支援員、学校支援ボランティアが果たす役割は大きく、学校

教育に大きく貢献している。平成２５年度はスクールサポーターの小学校配当時

間数を増やすことができた。２６年度に向けては中学校への配当時間数増を計画

している。 
  また、学校支援ボランティアの登録者数も年々増加し、学校にとってなくては

ならない存在になってきている。 
５ 安心・安全な学校 
 (1) 小・中学校の施設整備 
   安心・安全な教育環境整備のため、小中学校校舎の補強や改修を行った。 
   工事名 
 ・蟹江町立小学校校舎修繕等工事  
・蟹江小学校非常階段塗装工事 
・蟹江小学校・新蟹江小学校･学戸小学校プール濾過装置修繕工事 
・須西小学校校舎修繕(家庭科室･理科室) 
・須西小学校・学戸小学校プール給湯器取替修繕 
・須西小学校学校給湯器取替工事 
・須西小学校学校牛乳保冷庫取替工事 
・新蟹江小学校遊具修繕工事 
・学戸小学校給食用エレベーター修繕工事 

  ・蟹江中学校配膳室保冷庫取替工事 
  ・蟹江中学校放送施設取替工事 
  ・蟹江中学校中館給水ポンプ取替(給水)工事 
  ・蟹江中学校中館給水ポンプ取替(楊水)工事 

・蟹江北中学校体育館連絡扉取替工事 
  ・蟹江北中学校配膳室給湯器取替 
  ・蟹江北中学校グラウンド整備工事 
  ・蟹江北中学校空調機取替工事 
  ・蟹江北中学校自転車駐車場整備工事 
  ・蟹江北中学校 PC 教室エアコン修繕工事  
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・町内小中学校消防設備修繕工事 ほか 
 (2) 学校施設の保守点検と日常の警備 

   学校施設は、教職員による日常の安全点検に加え、定期的に専門業者による

点検を行っている。 
施設・設備 主な点検内容 点検回数 

電気関係 漏電、配電設備点検 年６回 
給食ﾀﾞﾑｳｪｲﾀｰ 安全点検 年４回 
浄化槽 浄化槽の状態、水質等 定期的に点検 
運動施設・遊具 破損、異常の有無、整備状況等 年４回 
防災設備 警報装置、消火施設等点検 年２回 

施設警備 機器による火災通報、防犯業務 終日 
職員不在時 

   日常の防犯警備（夜間）は、警備保障会社による機械警備を行っている。 
 
(3) スクールガードによる学校安全の確保 

    町防犯担当の嘱託職員による児童下校時間帯の巡回パトロールによる安全

指導や、各地区のスクールガードによる児童の見守りにより、安全確保がな

されている。各学校も、低学年下校を中心に教職員が引率するなど、安全確

保に努めている。 
    また、蟹江小学校では、かにっ子見守り隊が、校内に常駐し、児童の安全

を見守っていただいている。 
 
(4) 不審者等の緊急情報の発信（「きずなネット」の運用） 

   蟹江町教育委員会では、平成１８年度より中部電力「きずなネット」による

緊急メール配信事業を行っている。 
  ① 加入状況（平成２５年度） 

学区 保護者登録数 地域防犯登録数 
蟹江小学校 ７３２ ５６０ 
舟入小学校 ８７ ３０４ 
須西小学校 ３３３ ２５１ 
新蟹江小学校 ４３６ ４３１ 
学戸小学校 ６２２ ３８６ 
蟹江中学校 ５８４ ７８８ 
蟹江北中学校 ３８６ ４７６ 

教育委員会・教職員 １８０ 
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② 緊急情報配信状況（平成２５年度） 

    内規により、受信した不審者情報等の緊急情報は、その発生状況（日時・

場所・内容等）により、３段階に分類して配信している。 
    配信した緊急情報は、以下のとおりである。 

配信先 件数 
教育委員会・教職員  １ 
教育委員会・教職員・地域防犯    ８ 
教育委員会・教職員・地域防犯・保護者    １ 

 
(5) 安全への啓発 

  ① 不審者情報伝達訓練 
   内  容   「海部管内で学校の教員が男に襲われ、現在、警察が対応し

ておりますが、児童生徒の安全確保に万全を期すようにしてく

ださい。」という不審者情報の設定で児童生徒が安全に下校でき

る学校の警備体制、地域による見守り体制等について確認する。 
   実施日時   平成２５年５月２３日（木）午後１時から 
   訓練参加団体 学校７校（小学校５校、中学校２校）・保護者 
          地域防犯団体（２１団体） 
          きずなネット地域防犯登録者（３１９６人） 
   訓練参加者  各小中学校児童生徒・教職員 
          地域防犯・保護者（３１８０人） 
 
  ② 児童生徒への防犯ブザーの配付 
    教育委員会から、小学１年生に防犯ブザーの配付を行っている。 
〔点検・評価〕 
 日常の安全管理については、施設管理等に関する法令等に基づき行っており、

今後も児童生徒の安全のため実施していく。また、修繕や改修工事等も限られた

予算の中で計画的に取り組んでいく。 
  児童生徒の安全確保のための見守りは、地域住民や保護者をはじめ、地域防犯

団体やＰＴＡの協力を得て行われている。特にスクールガードについては、情報

交換や研修を目的とした推進員対象の連絡協議会等の実施について、今後検討を

していきたい。 
  緊急メール配信、安全マップの配付等は、地域、保護者に対して児童生徒の安

全に対する啓発として効果がある。特に「きずなネット」については、今後も可

能な限り登録してもらえるように働きかけていく。 
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６ 学校評議員制度 
  町学校評議員設置要綱により、各学校の校長の推薦により、４～５名の学校評

議員を委嘱している。 
学校評議員には、学校行事や授業参観、学校が行う経営方針の説明などをもと

に、校長の求めに応じて意見を頂いており、学校運営の参考としている。 
 
７ 学区検討委員会  
  蟹江町学区検討委員会要綱により設置した委員会で、小学校の児童及び中学校 
 の生徒の入学すべき学校の通学区制度について調査研究を行っている。   
  平成２６年３月１２日に、学区検討委員会委員長より教育委員会への具申が行

われた。 
８ 各種会議 
 (1) 会議 

① 町いじめ・不登校連絡協議会 

 開催日（場所） 内        容 

平成２５年 

 ７月１８日 

（蟹江中央公民館） 

【協議事項】 

・協議会長選出（舟入小学校長） 

・各学校のいじめ・不登校の状況について 

・「あいりす（適応指導教室）」の状況について 

・夏休みの生徒指導について 

平成２５年 

１２月１９日 

（蟹江中央公民館） 

【協議事項】 

・各学校のいじめ・不登校の状況について 

・「あいりす（適応指導教室）」の状況について 

・平成２５年度に向けて 

 

② 町幼・保・小連絡協議会 

 開催日（場所） 内        容 

平成２６年 

 ３月上旬 

（各小学校単位） 

【情報交換】就学予定児童について 

 

③ 校長・教頭会議 

 開催日（場所） 議題・連絡依頼事項など 

平成２５年 

４月１１日 

学校生活適応指導教室「あいりす」について 
蟹江町いじめ・不登校対策協議会について 
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（須西小学校） 蟹江町立学校出席停止の命令の手続きについて 
１学期スクールカウンセラー巡回予定について 
児童虐待防止に向けた情報提供について 
蟹江町不審者情報・緊急情報の発信について 
通級指導教室「オアシス」（蟹江小）の運用について 
学校運営等改善対応非常勤講師配置（小学校）について 
学校支援ボランティアについて 
道徳教育総合推進サイト「モラルＢＯＸ」について 
初任者研修について 
蟹江町転入教職員フィールドワークについて 
ＰＴＡ交付金手続きの流れについて 
学校評議員委嘱状について 
平成２５年度学校訪問予定について 
体力テスト個人票の取り扱いについて 

５月９日 

（蟹江北中学校） 

学校安全緊急情報共有化ネットワーク活用訓練について 
蟹江町立学校メール配信「きずなネット」について 
特別支援教育指導員の活用について 
スクールカウンセラーの相談記録について 
教職員評価制度について 
全国学力・学習状況調査について 
携帯利用状況と一人親の家庭児童・生徒数の調査について 

６月１４日 

（蟹江小学校） 

防災活動及非常災害業務等について 
蟹江町立学校職員に係る自家用自動車の公務使用に関す

る「公務使用に係る自家用自動車届出書」の提出について 
平成２５年度就学指導委員会の予定について 
学校等と法務省の人権機関との連携強化について 
体罰禁止の徹底及び体罰に係る実態把握と報告について 
携帯電話、一人親調査結果について 
「きずなネット」登録状況について 

７月 ９日 

（須西小学校） 

台風等への対応（非常配備・臨時休業等）について 
夏季休業中の報告が必要な事項と用務員の勤務について 
夏休みの作品募集について 
２学期スクールカウンセラー巡回日について 
人権教室の開催について 
小学校運動会・中学校体育祭出席予定者について 
人事異動にむけての人事面談の持ち方について 
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９月１０日 

（舟入小学校） 

小学校運動会・中学校体育祭出席予定者一覧について 

全国学力・学習状況調査について 

特別警報への対応について 

いじめ防止対策推進法について 

「発達障害児事例研究会」の開催について 

特別支援学級、通級指導教室等の設置・変更について 

就学時の健康診断について 

がん教育について 

１０月２日 

（新蟹江小学校） 

就学時の健康診断について 
「蟹江町小中学校スクールサポーター」配置事業について 
学校訪問（後期）の予定について 

１１月１１日 

（学戸小学校） 

 

平成２６年度儀式等について 
平成２５年度蟹江町教育委員会表彰について 
食中毒・感染症等発生時の対応について 
全国学力・学習状況調査の結果の公表について 
いじめ防止対策推進法について 
蟹江町小中学校スクールサポーター調書について 
台風・地震等における児童生徒の登下校について   

１２月３日 

（蟹江中学校） 

冬季休業中の生徒指導ならびに学校管理について 
学校評価について  
３学期スクールカウンセラー巡回計画について 
「蟹江町学校いじめ防止基本方針」の策定について 
スクールサポーターについて 

平成２６年 

１月１５日 

（蟹江北中学校） 

平成２５年度卒業式・平成２６年度入学式について 
平成２６年度スクールサポーター配置事業について 
平成２６年度通級指導教室の運用について 
蟹江町幼保小連絡協議会について 
「暴風警報及び東海地震注意報等発令のとき」について 
蟹江町いじめ防止基本方針について 

２月１０日 

（蟹江小学校） 

メール配信および携帯サイト運用基準について 

きずなネット年度末処理について 

台風・地震等における児童生徒の登下校について 

いじめ防止基本方針について 

保育要録・幼稚園指導要録について 

平成２６年度夏季・冬季・学年末休業日について 

平成２６年度蟹江町学校評議員の選出について 



 - 28 - 

小中学校事務の共同実施を進めるにあたっての事務処理

体制について 

学校指定物品について 

３月１４日 

（舟入小学校） 

辞令交付（発令通知）式について 
離任式について 
平成２５年度末の予定について 
平成２６年度当初の予定について 
平成２５年度末・２６年度当初の提出物について 
平成２６年度委託事業について 
平成２６年度モラルＢＯＸの割り当てについて 
平成２６年度蟹江町における初任者研修予定について 
平成２６年度スクールサポーターについて 
平成２６年度日本語指導補助員について 
「特別の教育課程」における日本語指導について 
個人情報の取り扱いについて 
平成２６年度スクールカウンセラーについて 
小学校社会科副読本「かにえ」の配布について 

(2) 教員研修事業（教育委員会が指導・助言等を行ったもの） 

① 教務主任研修会（場所：蟹江小学校） 

開催日 内        容 

平成２５年 

 ６月 ４日 

【協議事項】学校ガイドブックの検討について 

      情報交換    

１０月２９日 【協議事項】全国学力・学習状況調査について 

      学校・学級経営における諸問題について 

平成２６年 

  ２月 ４日 

【協議事項】現職教育研究について 

      平成２６年度週計画表や時間割について 

学年末における小中連携について 

 

② 事務職員研修会（場所：蟹江中央公民館） 

開催日 内        容 

平成２５年 

 ５月１６日 

【説明】平成２５年度予算配当について 

１０月 ８日 【説明】平成２６年度予算要望について 

平成２６年 

  ３月１３日 

【説明】次年度に向けての取り組みについて 
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これを含め、年間１０回の会合が持たれ、町会計事務について、教育課と 

   学校事務職員との連絡調整を行っている。 

③ 特別支援教育部会（場所：学戸小学校） 

開催日 内        容 

平成２５年 

 ７月 ３日 

【研修】通常学級・特別支援学級に在籍する支援が必要な

児童生徒への対応について、研修を行った。 

平成２５年 

１２月１３日 

【研修】通常学級・特別支援学級に在籍する支援が必要な

児童生徒への対応について、研修を行った。 

平成２６年 

２月１８日 

【研修】通常学級・特別支援学級に在籍する支援が必要な

児童生徒への対応について、研修を行った。 

  

 ④ 図書主任者会（場所：蟹江町図書館） 

開催日 内        容 

平成２５年 

１１月１３日 

【情報交換】各学校の図書館指導や利用の状況について 

      今年度購入図書について       

平成２６年 

  ２月２１日 

【情報交換】町図書館及び図書室の利用状況について 

書籍購入希望について 

⑤ 初任者研修 

 開催日（場所） 内        容 

平成２５年 

 ４月２４日 

（蟹江中央公民館） 

【第１回研修】 

【講話】「新しく教員となった皆さんへ」（教育長） 

    「蟹江町の教育について」（指導主事） 

【フィールドワーク】蟹江町教育委員会施設見学 

  ５月２０日 

（須西小学校） 

【第２回研修】須西小学校訪問参観 

      （弥富市、飛島村と合同開催） 

 ８月５・６日 

（かにえワークス・カリヨンの郷） 

【第３・４回研修】社会奉仕体験活動 

社会就労センター・老人福祉施設での業務補助 

１１月２０日 

（十四山西部小学校） 

（飛島小学校） 

（蟹江北中学校） 

【第５回研修】道徳教育（道徳授業参観） 

       研究協議と指導助言 

初任者による研究授業 

       研究協議と指導助言 

      （弥富市、飛島村と合同開催） 

 


